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熊井英水（CO拠点リーダー，水産研究所）
　私共の21世紀COEプログラム「クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点」は平成15年（2003）
に採択され，5年が経過して本年3月末をもって最終年度末を迎えます。
　本研究拠点では魚類養殖の産業規模での現場を中心にして，魚の成熟，産卵，初期飼育，栄養（餌飼
料），育種，魚病などの研究を通して飼育技術の開発から始まり，養殖場環境の保全，製品の管理，販売・
流通など経済効果に至る魚類養殖産業の全過程を総合的に検討し，養殖産業を支援することを目的とし
ており，そのため，生産現場と専門的分野の研究をより緊密に連帯して，産業支援型研究の実践モデル
としての世界最高水準の教育研究拠点構築を目指してきました。本拠点のもう一方の柱は若手研究者の
育成にあります。本拠点では延べ36名のポスト・ドクを雇用し，その研究・教育を推進し，さらには
大学院を強化・充実させ，わが国及び海外の養殖産業に精通し，その実践を担う即戦力型の研究者とし
て活動できる創造的で優秀な人材の育成を目指して参りました。すでに多くの若手研究者がそれぞれの
道に進み活躍しております。
　本COEプログラムの推進事業では魚類養殖全般についての多くの新しい知見を集積して参りました
が，その中で特に首題に掲げたクロマグロの増養殖についてその生産から流通に至る過程でめざましい
数多くの研究成果が得られました。これら成果については最終成果報告，その他の報文でそれぞれの担
当から詳しく述べる筈であります。
　さて国際資源でありますマグロ資源はここ数年来軒並みに減少・悪化の傾向にあり，地域漁業管理機
関による漁獲規制の導入が相次いでいることから，人工生産による供給への期待感が俄かに高まってい
ます。このような背景から私共の拠点推進事業は正に時宜を得た研究とを位置づけ，現在養殖事業とし
て拡大しつつあるクロマグロの養殖をより安定的に発展させるための研究を精力的に展開・推進して参
りました。
　平成14年（2002）には初めてクロマグロの完全養殖が達成され，その時に産卵・生産された稚魚
が平成19年（2007）には5歳となり6月28日に産卵を開始し，遂に人工ふ化第3世代の誕生までに
達しています。
　クロマグロの養殖産業の発展には人工種苗の安定供給が不可欠であり，また基礎的条件であります。
人工種苗の大量生産技術が完成され，種苗の安定供給が可能になれば天然資源に依存することなく，人
工種苗で賄うことによってクロマグロの資源保護と養殖産業の発展に大きく貢献することができるよう
になります。
　私共は本COEプログラム終了後も是非共この完成に向けて精力的に研究を続行していく考えであり
ます。
　本COEプログラムではこれまで多くの皆様の御支援・御協力により事業を推進して参りました。終
了に当たり深甚なる謝意を表しますと共に今後も引き続き一層の御支援・御鞭撻を賜りますよう御願い
申し上げる次第であります。

村田 修（水産研究所）
　私達のグル－プは，成熟・産卵・成育に関する生理・生化学・育種学的検討を行いながら，クロマグ
ロなどの種苗量産および高度養殖技術を確立し，養殖用および放流用種苗生産の生産技術向上に貢献す
ることにある。本稿では平成18および19年度の成果を中心に報告する。

［成熟・産卵］
　奄美大島で養成したクロマグロの生殖腺の発達状況を調べるために，約2ヶ月間隔で雌雄3～ 4個

COEプログラム終了に当たって

種苗生産・養殖グル－プの成果総括
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体（体重71～ 165kg）を釣り揚げた。生殖腺の組織学的観察結果から，雄
では2～3歳で成熟する個体を確認し，雌では4歳から産卵する個体が多くな
ることを示唆した。また，雌雄ともに生殖腺指数は6月に高く，4歳魚では約
3％に達する個体が出現した。養成クロマグロの成熟は，飼育水域における水
温上昇と長日化により促進されると思われる。
　また，養殖クロマグロの遺伝的多様性と産卵親魚解析に関する研究として，
クロマグロの持続的養殖を行うには，遺伝的健全性を確保し，近交弱勢等を回
避する遺伝的管理が重要である。これまでの成果では，遺伝管理に必要なツー
ルや産卵パターンの情報が得られ，より遺伝的多様性の高い産卵日を選ぶこと
が可能となった。従って，今回の成果によりクロマグロ養殖における遺伝的管
理の基礎が確立されたと考えられる。

［卵発生・遺伝子導入］
　クロマグロの遺伝的多様性保存のための借腹養殖法確立へ向け，ドナー細胞
の単離の容易化，および生殖系列への参入効果の向上をはかるため，クロマグロおよびマサバにおける
PGCの移動と生殖巣への参入状況を調べた。 マサバについても同様の事象を観察した。
　クロマグロのBACクローンライブラリを完成した。現在までに，多型性に富むマイクロサテライト
座を増幅できるプライマーを32セット開発した。これらがクロマグロの集団解析に使えるかについて
現在精査中である。今後，さらにこれらの解析部位を増やして遺伝子地図，育種マーカーの開発をめざす。
　マダイ遺伝子改変魚作成に向けた研究の一環として，遺伝子改変技術は，従来の選抜育種に比べ，短
期間で形質の大幅な改善が可能なこと，対象種が持たない形質を付加することが可能であるなどの多く
の利点がある。マダイを用いた遺伝子導入技術法を検討したところ，次世代に伝達されると期待される
生殖腺への遺伝子導入が確認できた。従って，マダイにおける効率的な遺伝子導入技術が確立に向け大
きく前進したと思われる。

［種苗生産］
　クロマグロ初期飼育におけるNannochloropsis oculataの最適添加密度を解明する目的で，異なる
N.oculata密度でクロマグロ仔魚の飼育を行い，クロマグロの初期減耗の最も大きい孵化後10日までの
成長と生残を調べ，N.oculataの最適添加密度を検討した。N.oculata密度が100万cells/mLのときに，
全長は有意に最も高く，生残率も高い傾向であった。N.oculataの最適添加密度は，種苗生産現場にお
いて設定されている30－50万cells/mLよりも高く100万cells/mL付近が良いことが推察された。
　一方，夜間通気量の調整によるクロマグロ仔魚の初期減耗軽減を目的として，夜間にクロマグロ仔魚
の飼育水槽内の通気量を調整して飼育を行うと共に，超音波精密流速計を用いて流動変化を測定し，適
切な夜間の通気量を検討した。その結果，夜間通気量の増加に伴って有意に生残率が高く，水槽中の
上向きの流れの範囲も広くなる傾向があった。初期減耗を軽減するために夜間の通気量を500L水槽で
900mL/minに設定することが望ましいことが推察された。
　クロマグロの共食い発生要因について調べたところ，飢餓で最も攻撃行動が多くなることがわかった。
また，飢餓に大小差の要因が重なると共食いはさらに起きやすくなることがわかった。また，衝突防止
対策としクロマグロの格子模様に対する逃避行動を調べたところ， クロマグロは水槽壁面の格子模様に
対して顕著な逃避行動を示すことが明らかとなった。

［肉質改善の基礎的研究］
　脂肪蓄積と脂肪組織形成（トロ形成）に関する研究として，クロマグロ仔稚魚期の脂肪組織形成過程
が初めて明らかにされた。クロマグロ稚魚期に蓄積される脂肪の種類（脂質クラスと脂肪酸組成）が明
らかにされた。クロマグロの脂肪蓄積に大きく影響するLPL遺伝子の単離がなされ，その発現解析が行
われた。これらにより，将来のトロ形成コントロール技術に必要な基礎的知見として，仔稚魚期の脂質
蓄積過程の概要と，脂質蓄積と餌料，飼育環境の関係が明らかとなった。
　このように，クロマグロにかかわる成果の一端を述べてきた。しかし，他にマダイ，マサバ，メイチ
ダイ，ハタ類，ウナギ，マアナゴ等の魚類に関する研究成果も集積されてきており，次の機会に紹介で
きればと考える。

養殖クロマグロ 3歳魚
（奄美実験場）
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坂本 亘（水産研究所）
　このグループでは申請に際して3課題を設定した。成果の概要は以下のようになる。
1．養殖場の微生物学的・物理・化学的環境のモニタリングと汚染負荷量
　A）海上養殖イケス周辺環境と化学的負荷量，B）室内飼育水槽内微細生物相と孵化仔魚の生残率の
関係，に分けて行なわれた。A）海上イケス周辺では，植物プランクトンの光合成と溶存酸素（DO）
の季節変化・日周変化を解明し，給餌に伴う排泄物や残餌物の科学的変化と移動，イケス周辺微生物相
変化の関係について明らかにした。B）室内飼育実験では今まで殆んど解明されていなかった，飼育水
槽内のバクテリアと仔魚の生残率の関係をあきらかにした。これらの成果は学術誌4報，受理印刷中2報，
投稿中2報としてまとめられた。
2．養殖イケス網形状と海洋環境変化の関係
　環境中の波や潮流はイケス網の形状を変化させる。それに伴い生簀内の個体は強いストレスを受ける。
養殖クロマグロが環境から受ける影響を予測するため，流動とイケス網の形状変化（吹かれ）について
流体力学を応用した数値モデルを開発した（NaLA）。さらにこのモデルの妥当性を検証するため，奄
美実験場にあるクロマグロ養殖イケスに波高計，深度計，流速計を設置し流れの中での網の形状を測定
して，シミュレーションモデルによる形状変化と比較した。その結果，NaLaモデルは十分にイケス網
の形状を予測することが出ることが分かった。成果は学術誌4報にまとめられた。
3．イケス網内クロマグロの行動と摂餌
　クロマグロの行動については，①群行動の発現と視神経系の発達との関係，②成長に伴う遊泳力と抵
抗の関係，③成長に伴う仔魚個体密度変化，④水温より高い体温発現時期，⑤腹腔温変化による摂餌量
推定，⑥餌種と腹腔内温度変化が明らかにされた。これらの成果は①②ついては学術誌7報，②学術誌
4報，③学術誌2報，④学術誌投稿中1報，⑤と⑥については一括して学術誌1報，投稿中1報である。

塚正 泰之（農学研究科）
　飼料に関する研究では，これまで供試魚の供給，飼育方法，魚粉配合飼料
に対する低い嗜好性や利用性などの問題で開発が成されていなかったクロマ
グロ（BT）稚魚用配合飼料を世界で初めて開発した。魚粉より酵素処理した
魚粉（EFM）の利用性が高く，EFM，サケ卵油および活性デンプンを64，7.5
および8％の配合で優れた成長が得られることなどを明らかにした。イシダイ
ふ化仔魚を給与したBT仔稚魚の成長と生残は優れることを明らかにし，関連
する栄養素の一つとしてDHAを多く含むリン脂質（DHA-PL）を同定した。DHA-PLを含むサケ卵巣
リン脂質を配合飼料に添加しBT仔稚魚を飼育したところ，成長と生残は大きく改善された。サケ卵巣
リン脂質よりも安価な大豆リン脂質の併用を検討した結果，その有用性を確認した。安全性に関する研
究では，サバで育てた従来の養殖BTの総水銀量は約0.6ppmで頭打ちとなり，同体重の天然BT（WT）
よりも低いが，イカナゴ・マアジにより養成した結果，暫定基準値である0.4ppmを下回る個体の生産
が可能となった。また，通常廃棄される尾部筋肉と血液により可食部全体の水銀量の推定が可能である
とともに，水銀量は季節変動を示し，その変動要因は摂取する水銀量よりも水温による影響の方が大き
いことを明らかにした。肉質に関する研究では，完全養殖BT（FC）とWTの肉質の違いを調べ，背肉，

腹肉ともにFCの方が脂肪およびグリコーゲン含量が著しく高いことを明
らかにした。2日から6日間の絶食によりFC肉中のグリコーゲン量を減
少させることでメト化の進行を抑制する技術を開発した。FCの成長に伴
う肉中の脂質と脂肪酸組成の変化を調べ，成長に伴い脂質含量は増加す
るが脂肪酸組成には大きな変化がなく，DHA，EPAの含有率がWTに近
いことを明らかにした。

配合飼料（上）と従来の生物餌料（下）
で飼育したクロマグロ稚魚
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（M.M.Storelli, 2001）

完全養殖クロマグロ

養殖環境保全・資源動態グループの成果総括

飼料・安全性・加工グループの成果総括



21
st

 C
en

tu
ry

 C
O

E 
P
ro

g
ra

m
 |

 K
in

ki
 U

n
iv

er
si

ty
 |

 N
ew

s 
le

tt
er

 V
o
l.1

2
 J

an
u
ar

y 
2
0
0
8

5

小野 征一郎（農学研究科）
　ブラックボックスに閉じ込められていたマグロ養殖業の産業的基盤を究明し，その全容を明らかにす
ること，それを起点にマグロ養殖経営に求められている課題を抽出し，あわせて魚類養殖業の将来像を
描くこと，以上が流通・経済グループに課せられたテーマであった。我々の成果は『養殖マグロの流通・
経済―フードシステム論による接近―』としてまとめられるが，充全とはいえないまでもほぼテーマに
応ええたと考えている。以下それを手短かに説明する。
　スーパー・回転寿司で国民一般が購入するに至るほど，養殖クロマグロの社会的ニーズが高まること
を10年前には予想できなかった。養殖マグロの市場性は天然マグロに劣らない。養殖経営として検討
しても，規模の大小を問わず新規参入が相次ぎ，長期的不振が続くブリ類・マダイに較べ経済性の高さ
が際立っている。もちろん，近年世論をにぎわしているマグロの国際的管理，自然災害に対するリスク，
漁業権免許のあり方と大規模な養殖面積との関係，といった課題を抱えてはいるが，今後の需給関係を
グローバルに展望すれば，マグロ養殖業は充分に採算のとれる有望業種であると言えよう。
　近畿大学がリードする人工種苗の開発・普及が一般化すると様相が一変するかも知れないが，マグロ
養殖業は魚類養殖業全般に新局面をもたらす可能性を秘めている。

宮下 盛（横断プロジェクト委員，水産研究所）
　本研究拠点では，各研究グループが有機的に連携して養殖産業の発展に直接寄与する研究を目指して，
以下の4プロジェクトを立ち上げました。
　（1）クロマグロ養殖技術マニュアル開発（全グループ連係）
　（2）環境保全型種苗生産技術開発（環境，種苗生産グループ）
　（3）クロマグロ配合飼料の開発（飼料栄養，養殖グループ）
　（4）韓国における交雑魚マダイ♀×クロダイ♂の養殖適性に関する研究（飼料栄養，養殖グループ）
　これらについては以下に概要を述べるように，各研究グループで精力的に取り組んでいただきました。
　（1）は，魚体が大きくハンドリングが難しいために，比較飼育実験が困難なところから，これまで経
験と試行錯誤により築かれてきたクロマグロの養殖技術を科学的に確立することを目的に，平成16年
に立ち上げました。初年度は，養殖場所と生簀サイズ（直径35m・16m）を検討するために，奄美実
験場と和歌山県串本の大島実験場で7月に実験を開始しましたが，同年9月に奄美地方を直撃した台風
18号の影響でほぼ全滅し，やむなく実験を中止しました。翌平成17年にはこの実験に再挑戦しました
が，実験開始後まもなく，連続した雷雨による衝突死多発が続き（特に小型生簀），行動グループによっ
て「生簀の大きさと遊泳行動の相違」など貴重な知見が得られた以外は，所期の目的を果たせませんで
した。また平成18年度は，実験開始時（7月）の魚体が予想を上回る平均体重10kg以上と大きく，元
生簀から釣り上げて実験生簀へ収容するまでの斃死率が30％以上に達し，残念ながら実験中止を余儀
なくされました。平成19年度は本拠点最終年であり，年度内に実験結果をまとめることは困難である
ことで見送りましたが，改めて本種の養殖実験の難しさを痛感している次第です。
　（2）は平成17年から立ち上げました。これは海外学術協定を締結しているマレーシアのサバ大学と
の共同研究でもあります。この研究は，薬剤を使用しない環境に優しい種苗生産技術の開発を目的とし
たもので，従来の概念から脱却して微生物環境からアプローチすることにより，飼育水管理技術を開発
しようとするものです。また，微生物を中心とした研究であることから，合わせて，孵化仔魚が小さく
ワムシによる餌付けが困難な魚類（小型仔魚タイプ）の種苗生産技術の開発を狙うものでした。
　和歌山とマレーシア・ボルネオ海洋研究所を結んで行ったこの研究により，仔魚飼育水槽内の微生物
の動態，物質フロー，微細藻類による細菌相のコントロールなどについての知見が得られたのをはじめ，

流通・経済グループの成果総括

グループ横断プロジェクトの活動経緯と成果
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合わせて行った飼育高難度魚類の初期餌料の検討では，微生物を初期
餌料として用いる可能性についての知見が得られ，メイチダイの種苗
生産にも初めて成功しました。
　（3）については，当初からクロマグロ養殖技術開発の一重点課題に
挙げられていたものですが，既に飼料栄養グループから発表されてい
るように，漸くクロマグロ用飼料の開発研究が軌道に乗って，特許取
得にまで漕ぎ着けたのを受けて，次の（4）とともに平成18年度から
行っているもので，酵素処理魚粉を使用するとともに成分配合設計の
改良で実用化の目処が立つ大きな成果が得られています。今後は，コ
スト低減への努力が求められるものと思われます。
　（4）は，海外学術協定を締結している韓国の全南大学校との共同研
究です。韓国の海面魚類養殖では，冬期の低水温によるマダイの大量
斃死など壊滅的な被害が多いことから，新養殖対象種が模索されてき
ました。その結果，近畿大学が開発した当該交雑魚に有望性が認めら
れることから，韓国への導入を要請されたものです。本種は生殖能を
持たないうえ，マダイに比べて成長は若干劣りますが，低水温・低海
水比重・低溶存酸素に対する耐性が極めて高いなどの特性を有します
ので，同国における新養殖魚種として貢献できる可能性が高いと考え
られ，初年度は，稚魚輸送に対して韓国での受入体勢が遅れたことも
あって上手くいきませんでしたが，平成19年度の実験から高い有望
性を示唆する結果が得られています。
　また，国内市場では体色面から不人気であった当該交雑魚ですが，
マダイとこれより雑食性の強いクロダイとの交雑種であることから，
植物性原料への代替率を高める可能性も期待されます。この点につい
ても，飼料・栄養グループの研究によって実証されつつあります。配
合飼料の主原料である魚粉が高騰していることもあり，将来の食料事情によっては，我が国の養殖対象
種としても重要度を増す可能性があり，当研究は今後も継続すべき重要課題の一つと考えられます。
　これらのプロジェクトは，COEの研究としては今年度で終了いたしますが，いずれも今後の魚類養
殖にとって重要な課題ですので続けて取り組む所存です。今後とも関係各位のご支援・ご協力をお願い
いたします。

江口 充（シンポジウム・コーディネーター，農学研究科）
はじめに
　平成19年10月27日に近畿大学11月ホール（大阪府東大阪市）で朝日・大学パートナーズシンポジ
ウム「クロマグロがひらく未来」（主催・近畿大学，朝日新聞社）が開催されました。この朝日・大学
パートナーズシンポジウム（APS）というのは，朝日新聞大阪本社が1年ほど前から行っている公募型
の企画です。大学で行われている研究・教育の取り組みを一般の人たちに分かりやすく伝える，大学の
「知」の情報発信を新聞社として手助けしたい，というコンセプトで行われています。朝日新聞社は上
半期と下半期に分けて大学からの開催希望を募集し，内外の識者による選考委員会により開催校を決め
ています。近畿大学は，2007年度下半期の開催に応募して採択されました。2007年度下半期の募集
では20大学ほどの応募があり，その中から近畿大学を含む3大学が選ばれました。
　応募したのが5月，採択決定が7月です。その後，朝日新聞社の社会部，科学・医療グループの記者
の方々，近畿大学本部・農学部・水産研究所の事務局の方々と綿密な打ち合わせを頻繁に行いました。
シンポジウム実施にあたり，パネルディスカッションの内容に関しては応募書類の作成を手がけた江口
が担当し，その他のクロマグロの試食会・展示などについては水産研究所の滝井教授にご尽力いただき

海外学術協定を締結し共同研究を行っている
マレーシア国立サバ大のキャンパス

マレーシア・サバ大学ボルネオ海洋
研究所孵化場での朝のミーティング

ボルネオ海洋研究所における
アカマダラハタの成熟度の観察

朝日・大学パートナーズシンポジウム「クロマグロがひらく未来」
（主催・近畿大学，朝日新聞社）開催報告
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ました。シンポジウム自体は基調報告や講演による前半部とパネルディスカッションによる後半部に分
けて実施しました。
　10月27日（土）当日は天候不順であったにも関わらず，参加者は920名に達しました。その1ヶ
月前の9月28日の朝日新聞大阪本社朝刊に本シンポジウム開催に関する社告が出され，一般の方々の
参加希望者を募りました。最終的に1000名弱の一般の方々が参加申し込みをされました。朝日新聞社
APS事務局のお話では，これは今までに行われてきたAPSのなかでも一般の方の参加希望者数として
は最高の部類に入るということでした。一般の方々のクロマグロ完全養殖への感心の高さが示されまし
た。通常，大学で行っている研究に関するシンポジウムでは，1000名近い一般の方々が参加されるこ
とはまずありません。
そこで，学内の学生・大学院生の方々に参
加を呼びかける，といった活動が必要にな
るのですが，このシンポジウムに関しては，
全くその様な気苦労は無用でした。むしろ，
参加希望者が多すぎて，近畿大学11月ホー
ルに入りきれない場合どのように対処する
のか，といった嬉しい悩みすら生じました。

基調講演
　前半部ではまず21世紀COEプログラム拠点リーダー・熊井英水教授（近畿大学理事・水産研究所所
長）による「基調報告」があり，クロマグロの完全養殖にいたる様々な話を通して，クロマグロ養殖が
抱える様々な問題点とそれを近畿大学としていかに解決してきたかといったことが話されました。また
近畿大学としてはクロマグロの研究を更に推し進めて，天然資源に影響を与えない，人工的に育てた稚
魚にどんどん置き換えていきたいといった抱負が語られました。基調報告は約40分ほどありましたが，
実体験に基づくお話が中心であり，また熊井所長の話の上手さも手伝い，1000名近い聴衆が非常に興
味深そうに聞き入っていたのが印象的でした。
　基調報告に続いて，東京海洋大学客員准教授であり，イラストレーターとし
てもテレビなどでおなじみのさかなクンによる講演（約40分）が行われました。
さかなクンはイラストを描きながら，クロマグロや近大で生み出されたキンダ
イを初めとする様々な魚の生態などの面白さ，命の尊さなどについて話してく
れました。話術が実に巧みであり，その話術に加えて，魚に関する知識が極め
て豊富であり，会場に来ていた子供から大人まで皆さん笑いながら楽しく話を
聞いていました。

パネルディスカッション
　後半では約2時間をかけて，江口がコーディネーターとして司会をしながら，クロマグロ養殖をとり
まく様々な話題について，5人の方々と討論を展開しました。パネリストとして参加していただいたの
は，宮部尚純氏（独立行政法人水産総合研究センター 遠洋水産研究所温帯性まぐろ資源部長），水野葉
子氏（㈲リーファース社長），義永秀親氏（奄美大島・前瀬戸内町長），宮下 盛氏（近畿大学水産研究所・
教授）そしてさかなクンでした。宮部氏はクロマグロなどの天然のマグロ資源の専門家であり，ICCAT
（大西洋まぐろ類保存委員会）やWCPFC（中西部太平洋まぐろ委員会）などに日本からの専門委員と
して参画されています。水野葉子氏は米国IOIA（独立オーガニック検査協会）にてオーガニック検査員
資格を取得され，1997年に日本オーガニック検査員協会を設立し，オーガニック検査技術指導に携わ
るとともにオーガニック食品の普及活動に取り組まれています。食品のトレーサビリティの日本におけ
る第一人者です。義永秀親氏は奄美大島・前瀬戸内町長であり，
早くからクロマグロ養殖に着目して，地域の長として，地域
振興に貢献されてきました。
　パネルディスカッションの詳細は2007年11月4日付の朝
日新聞朝刊の1ページを使って詳細に報道されました。紹介
記事に付けられた小見出しは話の流れに沿って順に「完全養
殖，資源補うてだてに」「エサ改良，天然に劣らぬ品質」「安
全認証の仕組み，魚も必要」「海を汚さぬノウハウ研究して」
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となっていました。いずれのパネリストの方もお話いただく内容が充実
しており，マグロの資源・生態や食文化，養殖魚としての安全性まで幅
広く，充実したパネルディスカッションを展開することができました。

試食会
　シンポジウム終了後にクロマグロの試食会を実施しました。近畿大学
で完全養殖した2尾の「近大マグロ」が解体され，シンポジウムへ参加してくださった方々にご賞味い
ただきました。皆さん近大マグロの美味しさに驚き，舌鼓を打っていました。無論，パネリストや朝日
新聞社の記者の方々にもご試食いただきました。試食された皆さんは「百聞は一見に如かず」というこ
とを実感していただけたかと思います。

おわりに
　本シンポジウムには1000名弱の一般の方々の申し込みがあり，920名もの方々が実際に近畿大学
まで足を運ばれました。本シンポジウム開催に際して特筆すべきは，近畿大学事務部，特に本部総務部，
農学部事務部，水産研究所事務部の全面的なバックアップ体制の存在です。これがなければとてもこれ
だけの大規模なシンポジウムを成功裏に終わらせることはできませんでした。裏方に徹してご協力いた
だいた皆様に心からお礼申し上げます。

滝井 健二（COEシンポジウム委員会，水産研究所）
　近畿大学COEプログラム“クロマグロ等の魚類養殖支援
型研究拠点”の最終年度に当たることから，これまで得られ
た貴重な研究成果の全容を参加者に分かり易く報告するとと
もに，これからのクロマグロ養殖に関する深い理解と意見交
換を図るため，2007年12月15日13:00～ 16:50に東大
阪キャンパス11月ホール・小ホールで開催しました。まず，
近畿大学 宗像 惠副学長より開会の挨拶があり，本拠点だけ
が成し得た業績の意義とこれからのグローバルな貢献への期待が述べられた後，リーダー熊井英水水産
研究所長により拠点成果の概説とクロマグロ養殖の将来像が語られました。成果報告に入って，飼料･
食品安全・加工グループ 安藤正史准教授による“養殖クロマグロの水銀─その実態と低減化の試み─”
で，養殖クロマグロの安全性を充分に理解してから，会場を地下生協食堂に転じて「近大マグロ試食
会」を実施しました。提供した近大クロマグロ（体重70kg）に対する評価は高く，準備したすべての
刺身が30分間以内に参加者の胃袋に収まりました。次いで，環境保全・資源動態グループから江口充
教授の“養殖場水域の自浄能力と環境保全”・坂本 亘教授の“養殖クロマグロの体温変化と遊泳・摂餌”，
種苗生産・養殖グループから瀬岡 学講師の“クロマグロの成熟”・石橋泰典准教授の“クロマグロの種
苗生産─大量死に原因と防止法─”，流通経済グループから日高 健准教授の“クロマグロ養殖事業ビジ
ネスシステム”・小野征一郎教授の“クロマグロ養殖事業の課題と展望─日本を中心にして─”，そして，
グループ横断プロジェクトから宮下 盛教授の“グループ横断による研究成果”・滝井健二教授の“クロ
マグロ配合飼料の開発と実用性の確認”の順に報告がありました。各報告の後には会場をほぼ埋め尽く
す参加者（150名）から，質問や意見が多く出されるとともに，
活発な意見交換が行なわれて，本COE最終シンポジウムに相応し
い内容で報告会を終了することができました。最後に，太田博巳
教授（農学研究科水産学専攻幹事）が閉会の挨拶で，本拠点研究
にご協力いただいた各位に対する深甚な謝意と，これからのさら
なる拠点形成・発展についての決意が述べられ，平成19年度近
畿大学21世紀COEプログラム成果報告会を無事に閉会しました。

平成19年度 近畿大学21世紀COEプログラム成果報告会
「クロマグロの養殖産業の発展を期して」開催報告
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　COE博士研究員および大学院博士後期課程の学生によるCOEセミナーの，平成19年度第24回以降
の発表者およびテーマを以下に記します。

第24回 平成20年10月3日 中原 尚知（COE博士研究員）
 養殖マグロをめぐる市場条件の変動と業務再編

第25回 平成20年10月5日 嶋田 幸典（COE博士研究員）
 交雑育種の発展のために！

第26回 平成20年10月8日 永田 恵理奈（COE博士研究員）
 養魚場および天然水域における病原微生物の動態の把握─アユの冷水病菌を例として─

第27回 平成20年10月17日 福間 康文（農学研究科 博士後期課程）
 クロマグロの高鮮度保持に関する研究

第28回 平成20年10月25日 常本 和伸（COE博士研究員）
 トランスジェニックマダイに関する研究

第29回 平成20年11月2日 森島 輝（COE博士研究員）
 マダイにおけるDNAマーカーを用いた遺伝的管理と遡及的トレーサビリティーの検討
 完全養殖クロマグロの産卵親魚モニタリングに向けた研究

第30回 平成20年11月14日 山本 尚俊（COE博士研究員）
 養殖マグロの輸入・国内販売ビジネスを巡る競争と対応―中小業者の業務再編に着目して

第31回 平成20年11月16日 加藤 文仁（COE博士研究員）
 海産魚の滑走細菌症における分離株の比較

第32回 平成20年12月7日 中川 至純（COE博士研究員）
 飼育高難度魚類の初期餌料の検討および初期生態の解明

第33回 平成20年12月12日 柳下 直己 （COE博士研究員）
 クロマグロにおけるBACライブラリーの構築およびマイクロサテライトプライマーの開発

第34回 平成20年12月19日 松本 太朗（COE博士研究員）
 クロマグロの視感度および点滅融合周波数閾値の解析

第35回 平成20年12月25日 B.K. Biswas（農学研究科 博士後期課程）
 Study on nutritional requirement of Pacific bluefin tuna Thunnus orientalis

 平成20年12月25日 Kim Yang-Su（農学研究科 博士後期課程）
 マダイ・クロダイ交雑魚の養殖学的特性

 平成20年12月25日 Annita S.K. Yong（農学研究科 博士後期課程）
 Study on the improvement of spawning performance and egg quality of 
 striped knifejaw and ayu

第36回 平成20年1月11日 久保 敏彦（COE博士研究員）
 ノルウェー短期留学

21世紀COEプログラム学内セミナー開催報告
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博士後期課程2年 久保 敏彦（環境・資源動態グループ，水産研究所）
　平成19年10月18日から11月26日までノルウェー・トロン
ヘイムにある国立自然研究所NINA（Norwegian Institute for 
Nature Research）に短期留学させていただきました。
　ノルウェーは人口が約500万人で国土の面積は日本よりも少し
小さい国です。今でこそ原油（原油輸出量世界第3位）・天然ガス
の貿易輸出（両者あわせて貿易輸出額の約70％）利益により世界
で最も裕福な国の一つとして知られていますが，それ以前は農業不
毛の地であることからヨーロッパの中でも貧しい国の1つとして挙げられていたようです。一方で栄養
塩の豊富な冷たい海域にメキシコ暖流が流れこむため，タラなどの好漁場として知られています。その
ため古くから水産業への関心は高く，現在ではタイセイヨウサケの養殖・輸出が世界的に知られていま
す（世界シェアNo.1）。
　この短期留学にあたり，
私は2つの目的を設定しま
した；①少ない人口，高
い人件費でどのようにして
高い養殖生産量をあげるの
か？；②私の研究課題「体
温情報による養殖クロマグロの遊泳・消化に関する研究」の中の「小型記録計を用いたクロマグロの摂餌・
消化機構」に関係して，小型記録計を用いたサケの摂餌モニタリング技術を習得すること，です。①の
答えを見つけるべくNINAに到着するとすぐに①の質問を研究者の方々に聞いてみたところ（図1），機
械化による効率的養殖が①を可能にするのだと答えてくれました。例えば，ワムシを自動培養してタン
ク内のワムシを一定濃度で維持するシステム，基地局から各生簀に人工配合飼料を自動的に供給するシ
ステム，出荷時の網寄せ・魚取り揚げ・積み込みまでを機械的に行うシステムなどです。中でも関心を
引いたのはサケの自動給餌システムです（図2左）。コントロールルームを備えた基地局に集められた
人工配合飼料は黒いホースを通って各生簀に給餌されます。魚が餌を食べなくなって生簀の底に餌が溜
まると，重量センサーが感知して基地局は給餌を終了します。発想としては新しくないのですが，これ
が実際に産業の現場で機能していることには感動しました。サケが出荷サイズになるまで最低でも2年
間継続しなければならない給餌を機械が全て引き受けることで人件費を抑えることができるし，機械面・
施設面を拡張することで大規模な養殖運営を可能にします。一方で人手に頼らないノルウェー式養殖で
は，魚を観察しながら給餌しないために給餌が煩雑になり相当量の残餌（餌の食べ残し）を出し，餌代
金を無駄にするだけでなく周辺の環境を悪化させます（図2右 生簀周辺のタラが生簀から流れ出た餌を
食べる様子）。ノルウェーの研究者はこれを相当問題視していて，サケの摂餌
状態を直接モニタリングして摂餌しなくなったら給餌を止めるという対策を
考えています。体内に埋め込まれた小型送信機で胃内の摂餌状態（摂餌による
蠕動運動，pH変化）を測定・発信し，基地局の受信機でデータを受けて摂餌
状態を判断し給餌を止める手法です（②のために，この概念・手法を習得して
きました）。現在，タイセイヨウサケの養殖技術はほぼ完成しており，次のス
テップとしてタラの養殖研究が着手されています（図3）。
　ノルウェーでは，一尾の魚を大切に育てる日本式養殖とは異なった工場制機械工業的養殖が発達して
いました。両者の優劣をつけることはできませんが，ノルウェー式養殖の効率の良さを取り入れること
で日本式養殖をさらに発展・強化させることができると確信しました。研究面でもこれを推し進める必
要があると強く，強く感じました。
　最後に，このような貴重な機会を頂けたことにこころから感謝いたします。

図 1．NINAにて（左から久保，坂本教授，
　　エヴァ博士，インギブリット博士）

図 2．タイセイヨウサケ自動給餌システム（左），生簀から流れ出た餌を食べるタラ（右）

図 3．実験に使われるタラの稚魚

ノルウェー養殖調査報告
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COE博士研究員 嶋田 幸典（養殖・種苗生産グループ，水産研究所）
　この度，ヘルシンキ大学に2ヶ月間（2007年11月10日－2008年1月10日）の短期留学をしま
した。フィンランドの第一印象は，『暗い，物価が高い，誰も話しかけてくれない』という悲惨なもの
でした。最後まで暗いなどの印象は変わりませんでしたが，時間とともにコミュニケーションが取れる
ようになり，人の温かさを感じることができました。
　ヘルシンキ大学ではEGRUグループ（Ecological Genetics Research Unit）に所属しました。そ
こでは魚（イトヨやトミヨ）だけでなく，渡り鳥，カエル，ヘビを研究材料にしていました。フィン
ランドでは生物種が少ない反面，低水温や低温環境に適応・進化した生物がいます。また，多くの湖の
あるフィンランドでは湖ごとに独自に適応した種も多数います。それらの生物で比較ゲノムや大規模な
ジェノタイピングを行っていました。
　私は研究を進めるだけでなく，毎週火曜日のミーティングにも参加しました。ミーティングは全て英
語で行われ，フィンランド人の英語能力の高さを感じました。また，私にも研究紹介する機会があり，
『Temperature adaptation， body color related and morphological traits in Oplegnathus sp. 
species』というタイトルでイシダイおよびイシガキダイの温度による成長能力の違いや，それらの交
雑魚の養殖品種としての価値，さらに，交雑魚を利用して様々な形質の遺伝特性を把握できることの利
点について発表をさせて頂きました。養殖の観点だけでなく，天然交雑魚が出現するイシダイ属魚類や
交雑という概念にも評価をして頂けました。
　今回の留学は，クロマグロの生残戦略を解明するために，Hitchhiking approach法の習得が目的で
した。この技術は小型実験動物で始められたばかりのため，直接的にクロマグロに応用することはでき
ませんでしたが，今後の比較ゲノム研究の発展により水産重要種へ応用できると感じました。
　今回の留学はLaplandから来た本物のサ
ンタクロースに出会うことに成功したばかり
か，他分野の研究を知ることで，自分の研究
活動に多大なる刺激を受けました。このよう
なCOEプログラムにより短期留学させて頂
けたことに深謝するとともに，北欧の美しい
研究者に囲まれて研究できたことにも合わせ
て感謝いたします。

COE博士研究員 柳下 直己（種苗生産・養殖グループ，農学研究科）
　2007年10月25日～27日にイスタンブール（トルコ）で開催された，European Aquaculture 
Society 主催の国際学会 Aquaculture Europe 2007に参加した。本学会には，ヨーロッパ諸国を中
心に世界各国の研究者らが参加し，養殖に関する様々な分野の研究発表や討論を活発に行っていた。
　私は“Isolation of microsatellite loci in the chub mackerel （Scomber japonicus）”の演題で
ポスター発表を行った。遺伝育種関連の研究発表は多くはなかったが，種苗の遺伝
的多様性や産卵親魚の数などをマイクロサテライト分析により調べた研究がいくつ
か見られた。遺伝学的解析による，より効率良い種苗生産技術の開発が，世界的に
重要視されつつあることが感じられた。
　本学会のポスター発表会場の隣で開催されたトレード・ショウでは，世界各国
の養殖業者や水産会社が自社商品の大掛かりな展示を行っていた。夕方にはビール

北欧‘フィンランド’で過ごした2ヶ月間

European Aquaculture 2007 参加報告（トルコ・イスタンブール）
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やワインを片手に，多くのブースで商談が行われていた。私は，Turkish 
Marine Research Foundationやトルコのエゲ大学のブースで，地中海の
魚類図鑑を数冊購入することができた。これまでに，地中海の魚類図鑑を
見かけることはあまりなかったので，大きな収穫であった。

　イスタンブールの料理屋で魚介類を見かけること
は少なかったが，市場では世界中に分布するアミキ
リ科のブルーフィッシュ（Pomatomus saltatrix）な
どが売られていた。また，金角湾にかかる「ガラタ
橋」では多くの釣り人が糸を垂れており，マアジによく似たアジ類（種名は不明）
やCentracanthidaeのSpicara maenaを釣っていた。
　多くの日本人にとってトルコはあまり馴染みのない国かも知れないが，エル
トゥールル号遭難事件や日露戦争のこともあり，トルコは昔から親日である。

現在では，日本におけるマグロ類の輸入先として，トルコはヨーロッパにおける主要国の一つであるら
しく，今後トルコと日本はより親密な関係を築いていくのではないかと思う。

博士後期課程2年 田村 優美子（環境保全・資源動態グループ，農学研究科）
　2007年10月10～15日，バルト海に面したドイツ北東部のロストックで開催されたDEMaT’07 
（METHODS FOR THE DEVELOPMENT EVALUATION OF MARITIME TECHNOLOGIES ’07）
に参加しました。DEMaTは水産物理学や海洋工学をテーマとした国際ワークショップで，2年に1度
開催されます。本ワークショップの研究発表は，風洞実験や数値計算による漁具周辺の流れ構造の可視
化，漁具や沖合養殖施設の最適デザイン設計・開発，魚群行動や漁獲過程のシミュレーションなど多岐
にわたりました。中でも，トロール漁業に関する研究が数多く見られたことや，波浪や流れの影響やコ
スト面を考慮したユニークなデザインの沖合養殖施設が印象的でした。
　報告者はCOEプログラムの一環として行っている研究課題「バイオメカニクスを用いたクロマグロ
の遊泳能力の解明」で，生体力学的なアプローチから本種の遊泳能力の解明に取り組んでいます。本ワー
クショップでは，この研究成果の一部である「The change in morphological function as bluefin 
tuna grow from juveniles to young adults：成長に伴って変化するクロマグロ幼魚期から若齢期の
形態機能」の口頭発表を行いました。本研究は，他の発表でも漁具などの非生物を対象として用いられ
ていたCFD解析を，生物であるクロマグロの流体力学的特性の把握に応用しています。これについて，
水産学の中でも流体力学に造詣の深い海外の研究者から
質問や貴重なアドバイスを受けることができ，問題解
決への多面的なアプローチを考える良い機会となりまし
た。また，本ワークショップにはヨーロッパやアジアか
ら多数の学生が参加していて，彼らと知り合えたことは
今後，研究に取り組むためのモチベーションにつながり，
大きな糧となりました。
　このような有意義な機会を与えてくださった近畿大学
COEプログラムと関係者の皆様に深謝いたします。

市場で売られていたブルーフィッシュ
Pomatomus saltatrix

ガラタ橋でよく釣られていた
Spicara maena

国際ワークショップDEMAT’07参加報告
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博士後期課程1年 福田 漠生（環境保全・資源動態グループ）
　10月10日から13日に開催された，海洋・漁業工学に関する
国際ワークショップ“Methods for the Development and 
Evaluation of Maritime Technologies 2007”（DEMAT’07）
に参加するため，ドイツ北部のメクレンブルク-フォアポンメルン
州にあるロストック大学を訪れました。DEMAT’07は，水産増養
殖や漁具・漁法などの水産科学に関する研究を含め，海に関係する
事象が幅広く取り扱われており，特に工学的な視点からのアプローチによる研究者が多く集うワーク
ショップです。
　ワークショップでは，ノルウェーで行われている沖合養殖生簀の設計や，トロール網によるサバの漁
獲過程シミュレーション，PIVやCFDを用いた流体構造の可視化など多岐にわたる報告がありました。
特に報告者が興味を持ったのはロストック大学の学生の発表で，脳神経系をモデルにした情報処理シス
テムを用いて船舶制御を試みたものでした。時々刻々と変化する海洋の状態や，周囲の船の存在を効果
的に学習して最適な航路を探索するこのシステムは，最適解の導出の過程がユニークであり，印象に残
りました。
　報告者は，今回のワークショップで“Evaluating developmental changes in schooling 
behaviour in cultivated Pacific bluefin tuna Thunnus orientalis using a mathematical model”
と題して口頭発表を行いました。報告者にとっては，初めての国際会議での発表であったため，非常に
緊張しましたが，クロマグロの完全養殖，マグロ幼魚の水槽壁への衝突，行動の評価に数理モデルを応
用した点などで印象を残せたのではないかと思います。今回のワークショップでは，報告者を含め多く
の学生からの研究報告がありました。彼らの発表を聴講し，また内容について話をすることで，非常に
強い刺激を受けるとともに，英語でのコミュニケーション能力を養う必要があると感じました。
　なお，今回の国際会議への参加はCOEプログラムの一環である「若手研究者の自発的研究支援と大
学院教育」からの助成によって行われたことを記し，関係者の皆様に感謝いたします。

●加藤文仁
研究テーマ「滑走細菌症の防除に関する研究」

　近畿大学水産研究所白浜実験場PDの加藤文仁です。白浜実験場魚病研究室でお世話
になっています。
　本学水産養殖種苗センターでは養殖用種苗の生産・成魚養成を商業的に行っており，
特にマダイ種苗の生産では業界屈指の生産量を誇っていますが，毎年稚魚期には体表の潰瘍や鰭腐れな
どを引き起こす滑走細菌症の被害に悩まされています。現在，昨秋に生産されたマダイ種苗が白浜実験
場沖の海上生簀で育成されていますが，すでに滑走細菌症の被害を受けています。
　対策として抗菌剤の経口投与が行われていますが，罹病魚の接餌が緩慢なことから治療が困難である
ことから解決に至っていません。
　そこで私は滑走細菌症の防除を目的として，ワクチンの開発，その投与法の検討，病原細菌の比較等
の研究を行っております。現在までにワクチンの浸漬投与によってある程度の防除に成功しましたが，
養殖現場での利用にはまだまだ改善の余地があると思われます。
　最後になりましたが，ご指導頂いている教職員の皆様に厚く御礼申し上げます。至らない点が多々あ
ると思いますが，今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

国際ワークショップDEMAT’07参加報告

COE博士研究員の紹介
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　私は近畿大学21世紀COEプログラムの博士研究員として，2005年10月から2007年9月までの2
年間在職させていただきました。在任中は養殖マグロの消費にかかわる研究を中心に行いました。特に
家庭内消費向けの生鮮マグロを対象に，消費者の認知や購買行動の特徴を探り，さらにそこから議論を
発展させマグロの安全性が消費者にとって如何なるものかを捉えることを試みました。マグロの種類や
産地によって消費者の評価が大きく異なり，依然国産物へのこだわりが強いことやクロマグロやミナミ
マグロといった脂マグロへの期待が高いことが明らかとなりました。また，消費者は養殖マグロに対し
て期待は高いもののその安全性については多くの不安を感じており，今後この不安をいかにして払拭す
るかが課題であることが示唆されました。商品の信頼性確保のためにも，養殖技術の改良はもちろんで
すが，トレーサビリティや表示制度等といった社会システム作りの必要性を感じました。
　研究については私自身従来の専門とは異なる分野であってあったため，戸惑いや不完全燃焼な部分も
ありましたが，非常に多くのことを学ぶことができ自分自身の研究の幅が広がったと考えております。
このような機会を与えてくださった本COEプログラムの関係者の方々には感謝しております。今後は，
金沢大学の特任助教として，能登地域の活性化に関連する教育・研究に携わります。具体的には石川県
能登地域の一次産業及びその周辺産業の活性化を担う人材を育成する「里山マイスター養成プロジェク
ト」に関わることになります。もし，能登地域に足を運ばれる機会がありましたら，是非お声をおかけ
ください。
　最後に，担当教員でありました小野征一郎教授，日高健助教授には大変お世話になりました。また，
同じ流通・経済グループの山本尚俊さん，中原尚知さんをはじめ博士研究員の方々には非常にお世話に
なりました。この場を借りて，お礼申し上げたいと思います。

　平成19年4月から9月まで，流通経済グループの博士研究員として，本プログラムへ参加させていた
だきました。大変短い間ではありましたが，多くの機会に恵まれ，とても充実した研究生活を送ること
ができました。私に与えられた研究課題は，「立ちすし店における養殖マグロの取り扱いの実態を明ら
かにする」というものでした。最初は全く手探りの状態でしたが，周りの方々のサポートもあって，少
しずつ人的なネットワークを広げながら調査を遂行することができ，実態の端緒はつかめたのではない
かと思います。調査を進める中で，すし店の店主やマグロの仲卸業者さんから耳にするのは，「近大養
殖マグロ」の評価でした。誰もが知り得て，しかもその評判は高く，歴史の重みと業績の偉大さに，本
プログラムの一員として仕事をさせていただいていることを大変誇りに感じたものです。また，学内に
おいては，他分野の方々との研究交流が大変勉強になりました。特に，8月に開催した「近大養殖魚ふ
れあいまつり」では，運営作業の合間ではありましたが，技術進歩の礎となる研究を肌で感じることが
でき，大いに刺激になりました。現職においても，これらの経験を様々な場面で活かしていきたいと思っ
ております。最後になりましたが，在任中にお世話になりました先生方ならびに事務の方々，研究員の
皆様，学生の皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。本COEプログラムの今後益々
のご発展をお祈り申し上げます。

　2004年1月に期待と不安を胸に抱いて，近畿大学水産研究所の浦神実験場で私の日本生活は始まり
ました。その3ヶ月後に妻と娘そして息子，うちの家族も合流して本格的な日本生活の孤軍奮闘が始ま
りました。しかし熊井先生，村田先生，宮下先生，滝井先生，澤田先生，家戸先生，石丸先生，瀬岡先
生を含めた研究所の皆様，また，下里住民たちの親切な面倒見の中に，私どもは今まで経験したことも
ない新しい日本の文化， 生活， 食べ物を思いきり楽しんで幸せな日々を過ごすことができました。
　10年前に近畿大学水産研究所を初めて訪問した時，いつかはこちらでマグロの研究をしたいという
希望を持って韓国に帰りました。その夢は叶いましたが，クロマグロはそんなに易しく飼育することが

北野 慎一

COE博士研究員によるプログラム後記

鹿児島大学水産学部 助教  久賀 みず保

韓国国立水産科学院 研究員  池 承哲
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できないことを肌で感じて，挫折したことも多かったです。その時ごとに滝井先生を含めた多くの方々
が勇気をくださり，応援してくださったおかげで，2006年にはクロマグロ稚魚用配合飼料の開発に成
功する快挙を成しました。また，韓国麗水大学との交流協定を結んだ共同研究「マダイ♀×クロダイ♂
の韓国への移植に関する研究」を通じて，近大水研の優秀な業績が韓国の養殖産業に貢献出来るように
努力して来ましたが，まだ満足する成果を成すことができなかったことは大変残念です。
　私は2007年10月から韓国の国立水産科学院の研究員として勤めることになりました。まず，韓国
でクロマグロの養殖技術開発に関する研究を始めて，近大水研で学んだことを韓国の水産養殖発展のた
めに使いたいと思います。また，近大水研との持続的・緊密な協力を通じて日韓の水産養殖発展だけで
はなく， 両国の友好増進にも寄与したいと思います。今後とも皆さんの多くの協力と応援をお願い致し
ます。韓国へいらっしゃる事がありましたら私の役に立つ事であればいつでも連絡ください。連絡先は
jsc0414@hanmail.net，電話: +82-10-2084-1246です。

　私は平成19年4月から12月まで本プログラムに参加させていただきました。本プログラムでは，白
浜実験場において主にマダイの新しい育種技術の開発を目的とした，トランスジェニックマダイの作出
技術の開発に着手しました。9ヶ月という短い期間でしたが，少し成果が出始めていました。白浜実験
場に赴任する前は同じ近畿大学の家畜の研究室で研究員をしていました。そこで身に着けた技術が微力
ながら水産研究所で生かせたと感じています。
　白浜実験場は，養殖現場と研究が密着しており，このような研究所は世界に類を見ない実験場だと感
じました。実際の養殖現場で研究が遂行でき，本当に貴重な体験をさせていただきました。
　現在は東京海洋大学で，新しい養殖技術である代理親魚を用いた種苗生産に関する研究を行っていま
す。そこでは，白浜実験場で培った種苗生産技術が役に立っています。今現在の職に就けたのも，本プ
ログラムの博士研究員に採用していただいたおかげだと感じております。自分の職歴を振り返ってみる
と，人との出会いは大切だと感じました。違う勤務先に赴任しますが，人と人とのつながりは途切れた
わけではございません。白浜実験場で得た出会いは，自分の捨てがたい財産だと感じております。
　最後に白浜実験場でお世話になった先生方，スタッフの皆様には大変お世話になりました。これから
も白浜実験場，水産研究所の歴史と伝統を汚さぬよう研究に励みたいと思います。

TOPICS
●日本農学賞
　拠点リーダーの熊井英水が「クロマグロの完全養殖に関する研究」で日本農学賞を受賞することが決定しました。
　日本農学会は，農学，林学，水産学，獣医学，生物生産，生物環境，社会科学，バイオテクノロジー等を研究
対象とする約50学会から構成されており，そこから授与される「日本農学賞」は日本の農学研究者間における
最高の栄誉とされています。

●Aquaculture Europe 2007 ベストポスター賞
　本COEプログラムメンバーで種苗生産・養殖グループの小林 徹 准教授（農学研究科）が，トルコ共和
国イスタンブールで開催された国際会議 Aquaculture Europe 2007“Competing Claims”に参加し，
“Cryopreservation of blastomeres for surrogate reproduction of endangered freshwater fish”を発
表して，ベストポスター賞を受賞しました。

●日本水産工学会 学生優秀賞
　環境保全・資源動態グループの福田漠生君（博士後期課程1年）が，平成19年度日本水産工学会において「流
況がえりの漁獲過程に与える影響について」と題して口頭発表を行い，学生優秀賞を受賞されました。

COEニュース編集後記
　早いもので本COE採択から既に5年が過ぎようとしています。この間，事業担当者のみならず，多くの皆様の
ご支援･ご鞭撻のおかげを持ちまして魚類養殖産業に関する多くの業績を上げることが出来ました。主な目標で
あった｢天然種苗に依存しないクロマグロ養殖技術の確立･普及｣については，完全養殖の第2世代を養殖用種苗
として出荷できるまでになりました。改善すべき点はまだまだ残されておりますが，身近な食材として潤沢に供
給できる日も遠くないと感じています。
　今後も本COEプログラムで整備された研究基盤の上に立ち，水産養殖業の更なる発展に向けて邁進していく
所存です。 (石丸)

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科 博士研究員  常本 和伸
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